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（方法と材料） 3ヶ月令の Wistar/AfHan Mo! 




経鞘腫， Tz,T3：三叉神経鞘腫， U mixed glioma) 




























































の結果，初圧 260mmH20，蛋白 52mg/dl，糖 67mg
/di，細胞44/3,Pandy ( +), CAGでは， intercaver-
nous portion, A1の偏位なく，脳室拡大のみがみら
れた.VAGでは， Rt.PICAのpostmedullary seg, 















































































c2sr 件f)intractable pain 9例 (10F術） involun-
tary movement 6例 （7手術） uncontrollable epi・










た.thalamic pain 5例を含む painは8;!1Jに除痛効
果を得たが1例は 2年後に再発した involuntary 
movementは手術lとより 3例に改善をみたが inten・ 
























































negative staining法により行った. (1) Myosin lま









昭和51年 以郁人；学脳神経外科学教室岡門会民談会 329 
害しているが Ca2• イオンが作用すると阻害作用が除























































































































ーパー内に 0.03ml，約 1001Ciの 99mTcpertechne-
tateを注入し，生理的食積水を毎分 0.0278より
0.667rnlまでの9種類の流量で流し， リザー パ 内ーの
RIの wash-outcurveを測定した．これらはすべ
て rnonoexponentialcurveを示し， リザーパーの
























































病的反射出現．血圧 188/112mmHg.CT (enhanced) 




























































heterを通しての emboliza ti onをskullbase me-










ridge meningiomaの2例と posteriorfossa men-
ingiomaの1例で，術前K外頚動脈からの feeding
arteryを embolizationして手術を行った．













16. Coma puncture (Araki）と青斑核
長崎大 脳神経外科
森 和夫
